
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

青山学院大学との交流 

吉賀高等学校 校長 齋藤雅典 

青山学院大学の樋田大二郎先生は、以前から島根県の離島・中山間地域の高校魅力化・活性化事業に

関心を持っておられ、これまでに何度か吉賀高校に来られています。その先生のご厚意で、東京研修の

２日目に青山学院大学を訪問させていただいています。これは、先生による特別のプログラムです。学

生さんの案内で教室や礼拝堂などを見せていただいた後、グループに分かれて交流をしました。 

はじめに、吉高生が聞き書きの取り組みについて発表しました。次に、大学生達がその内容について

質問することから交流が始まりました。時間が進むと聞き書きを離れて、吉賀町のこと、東京のこと、

大学生活のことなど、いろいろなことが話題になり、話が弾んでいる様子でした。 

次の文章は、ある生徒の研修レポートです。 

 聞き書きを発表した後、私たちの班の発表内容について意見や感想をいただいたところ、まず、５０軒も家

を回って聞いたことが凄いと言っていました。吉賀町と東京の家庭排水についても話し合いました。やはり東

京は人口が多いので、その分出るゴミの量も多いと思うし、自分がゴミについて意識して生活排水に気をつけ

たところで、たいして意味がないだろうと考える人が多いそうです。また、東京にはいろいろなところから人

が集まっていて、自分の地元じゃないから汚くなっても大丈夫かなと軽く考えている人が多いから、東京の川

は汚れているのではないかと大学生は言っていました。自分のふるさとだからこそ大切にできるというのもあ

るのではないかと思いました。吉賀町についていろいろ説明すると、まず、自由に川で遊べるのに驚いていた

し、熊がでると言ったら、えー怖いと言っていました。私たちにとってあたりまえのことが、大学の人達にと

っては驚くようなことなんだと思うと不思議な感じがしました。とても楽しく交流できました。 

 次は、大学生の感想です。 

自分が住んでいるところについて調べ、良い点や悪い点を考えてそれを人に伝えるということは簡単なこと

ではないと思います。資料を探したり、大人の人にアポイントメントを取ったり、同じグループの人と話し合

ったり、それをまとめたりと数多くの過程があると思いますが、高校生のうちにそういった経験ができるとい

うこと、その環境が整えられていることをとても羨ましく思いました。そして 1年生ながら、主体的に動いて

学んでいる吉賀高校のみなさんに感心しました。アクティブラーニングの必要性が騒がれていますが、積極的

に協調生を持って様々な活動に取り組んでいるみなさんの学びは、大学生も学ぶべき姿勢、学習スタイルだと

思いました。そしてみなさん自分の住んでいる場所が大好きなんだなぁと思いました。自慢できるところもた

くさんあって、自分の町について話している時の表情はいきいきとしていて、真っ直ぐな瞳に心が洗われまし

た。吉賀町に行ってみたくなりました。 

東京にきて色々と感じたことがあると思います。私たちとの交流は東京研修のうちの一部だと思いますが、

思い出とともに、今後の学習が発展していくことを願っています。 

 感想を読んで、いっそう感謝の思いを強くしました。そして、樋田先生と学生さん達の気持ちに応え

るにはどうしたらよいのか、それは、生徒たちがこの経験を活かして、いっそう意欲的にいろいろなこ

とを学び、やがて今日の大学生のような魅力的な若者に成長することだと考えました。学校は生徒たち

が良いものを身につけて成長するところです。大学生達と過ごした時間を必ず活かしてほしいと願って

います。 

 

金田商店（益田市）で資源

について学びました。 

皮革加工の体験ワークショップに参加し、オリジナル

の小物入れを作りました。 

生徒の質問に熱心に答えていただき、これから

何を頑張るべきかのヒントをいただきました。 

青山学院大学での研修 

１ 年 生  東 京 研 修 
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 東京研修は、サクラマスプロジェクトの中核的な位置づけとなる研修の一つであり、「首都東京周

辺の施設等での実習体験や見学を通して、地域発展活動への興味・関心を喚起し、主体的な進路選

択ができる生徒を育成する」ことを目的にしています。 

今年度は、「東京吉賀会」によるキャリア教育、青山学院大学での研修（「聞き書き」の中間発表

と大学生とのグループ討議）、墨田区の工房「紗蔵」での体験実習、スカイツリーの見学、ディズニ

ーアカデミーでの学習、益田市内の企業見学と環境学習を行い、大変充実した４日間となりました。 

 今回の研修で学んだことを今後の生活の中でさらに深め、「聞き書き」の成果発表会や一人一人の

進路決定につなげていきたいと考えています。 

ディズニーアカデミー・東京ディズニーランド 環境学習 

工房「紗蔵」での体験実習 

スカイツリー見学 

「聞き書き」の中間報告をしたり、グループ討議で吉賀町や高津川について

意見交換をしたり、大学生や院生と交流して大変有意義な研修でした。 

ディズニーのキャストからおもてなしの精神やコミュニケーションの方法を学

び、ディズニーランドを楽しみながら「働く」ことについて考えました。 



 

 

 

10 月 23 日(金)午後に、吉賀高校公開講座「森里海のつ

ながり」が実施されました。今年度から本格的に動き始めた、

２年生地域創造コースの「環境科学科」の授業の一環として、

京都大学フィールド科学教育研究センターの吉岡崇仁先生

をお招きし、高津川など森と里と海とのつながりについて、

森里海連環学の視点からのお話でした。なお、吉賀町サクラ

マスプロジェクトより資金提供いただいた公開講座として、

六日市中、吉賀中の生徒さんや地域の方、あわせて約 50名

のみなさんにも参加いただきました。 

前半は自然科学的なデータと分析によって、世間では「森

は海の恋人」と言われるが実は「田んぼが海の恋人」だったというお話。後半は一転して、海のテト

ラポットがある人には環境破壊と映り、ある人には懐かしい遊びの場所と映る。このように環境は

人々の環境意識をつくってゆくというお話でした。高校生の日常にはないアカデミックな内容で、か

なり難しいものでもありましたが、学問や研究の本質を垣間見ることのできたよい 2 時間だったと

思います。 

 

 

 

 

真田グランド（人工芝グランド）が完成しました。オープニングイベントが以下の日程で開催され

ます。近隣強豪校と吉賀高校との熱い戦いを是非見に来てください。詳しい日程は以下の通りです。 

期日： １１月１５日（日） 

場所： 真田グランド 

日程： ９：００  吉賀高校 ＶＳ 米子北高校 

    １１：３０  大社高校 ＶＳ 米子北高校 

    １４：００  吉賀高校 ＶＳ 大社高校 

※日程については、予定です。時間、対戦順は変更することがあります。 

 

 

 

 

今年度の中高一貫合同ロードレース大会が、吉賀高校周辺を会場にして１１月４日（水）【雨天時

は５日（木）】に行われます。町内中学生全員と吉賀高校生が、それぞれのコースで健脚を競い、互

いの健闘をたたえ合います。町内の方々の応援が中高生の力になりますので、ぜひとも熱いご声援を

送っていただきますようお願いいたします。 

コースとスタート時間（予定）は次の通りです。 

 

Ａコース（１２Ｋｍ）・・高校～かすみ運動公園折り返し １４：３０スタート 

Ｂコース（ ８Ｋｍ）・・高校～明地先２００ｍ折り返し １４：３５スタート（女子） 

                            １４：４０スタート（男子） 

Ｃコース（ ５Ｋｍ）・・高校～ゴギの里の看板折り返し １４：４５スタート 

Ｄコース（ ３Ｋｍ）・・高校～橋手前折り返し     １４：５０スタート 

 

 

 

 10 月 10 日（土）に第２回オープンスクールが開催され、町内外（県外を

含む）から 11組 19 人の参加がありました。今回も生徒会執行部がクイズや

ゲームで場を盛り上げ、和やかな雰囲気の中で交流をしました。また、保護者

の方向けの吉賀高校説明会では、参加者の皆さん一人一人と膝を交えて話をす

ることができました。 

 

 

 

 

10 月 3日（土）に松江市で開催された「輝け１１しまね町村フェ

スティバル」に参加して、地域クラブが吉賀米のおいしさを広く伝え

るために開発した「ライスバーガー」の無料配布を行い、吉賀高校と

吉賀町をＰＲしました。順番待ちもできる大盛況で、用意した２００

個のライスバーガーはあっという間になくなり、味についても大変好

評をいただきました。１１月の七力祭りときん祭みん祭（柿木会場） 

で出店し販売を行いますので、ぜひご賞味下さい。 

 

 

 

 

10月 10日、11日に米子市で行われた中国大会に出場してきました。

9 月の県新人戦では、27ｍを超える自己新記録を出すことができました

が、今回の中国大会では、26ｍ32と県新人戦の記録を伸ばすことがで

きませんでした。ただ総体の中国大会時に比べ、落ち着いて投げること

ができ、かつ周囲をみる余裕もあり、レベルの高い選手のフォームをし

っかりと見ることができ、とても勉強になった大会となりました。 

 冬場の鍛錬期に入りますが、しっかりと筋力をつけ、ターンを安定させることで、来年度の総体で

は、自己新が出せるように練習を積んでいきたいです。【２年１組 澄川結菜】 

 

 

 中高一貫教育だより  -吉賀地域中高一貫教育事務局(島根県立吉賀高等学校内) -  

中高一貫教育コーディネーター 春日亮二 

中高一貫合同ロードレース大会の応援をお願いします！ 

中高一貫合同ロードレース大会が、吉賀高校周辺を会場にして１１月４日（水）に行われます。

町内すべての中学生、高校生が集 

い健脚を競います。一生懸命に走る 

姿やお互いを励まし合う姿をご覧い 

ただき、ぜひご声援をいただきたい 

と思いますので、よろしくお願いし 

ます。     

《写真は昨年の様子》 

第 ２ 回 オ ー プ ン ス ク ー ル 

地 域 ク ラ ブ の 活 動 

陸 上 部   中 国 大 会 結 果 報 告 

公 開 講 座 

真 田 グ ラ ン ド 完 成 ！ 

吉賀町が熱くなる日 吉賀町中高合同ロードレース大会 2015 


